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１．2027年３月期第２四半期（中間期）の連結業績（2026年４月１日～2026年９月30日）

（１）連結経営成績(累計) (％表示は、対前年中間期増減率)

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する中間純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2027年３月期中間期 27,424 6.8 2,774 19.0 3,430 18.1 2,775 △5.4
2026年３月期中間期 25,690 △7.6 2,330 △10.8 2,904 △7.2 2,934 18.0

(注)包括利益 2027年３月期中間期 4,494百万円( 95.0％) 2026年３月期中間期 2,304百万円( △52.2％)

１株当たり
中間純利益

潜在株式調整後
１株当たり
中間純利益

円 銭 円 銭

2027年３月期中間期 215.01 ―
2026年３月期中間期 219.41 ―

（２）連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率 １株当たり純資産

百万円 百万円 ％ 円 銭

2027年３月期中間期 68,926 50,672 73.3 3,940.79
2026年３月期 64,962 47,906 73.5 3,665.68

(参考) 自己資本 2027年３月期中間期 50,499百万円 2026年３月期 47,743百万円

２．配当の状況

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2026年３月期 ― 30.00 ― 82.00 112.00
2027年３月期 ― 40.00
2027年３月期(予想) ― 90.00 130.00

(注) 直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 有

３．2027年３月期の連結業績予想（2026年４月１日～2027年３月31日）

(％表示は、対前期増減率)

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する当期純利益

１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 56,500 10.4 5,200 15.8 5,800 2.3 4,800 0.2 374.94

(注) 直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 有



※ 注記事項

（１）当中間期における連結範囲の重要な変更 ： 無

（２）中間連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 有

(注) 詳細は、添付資料10ページ「２．（４）中間連結財務諸表に関する注記事項（中間連結財務諸表の作成に

特有の会計処理の適用）」をご覧ください。

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 無

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無

（４）発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数 (自己株式を含む) 2027年３月期中間期 13,900,065株 2026年３月期 13,900,065株

② 期末自己株式数 2027年３月期中間期 1,085,545株 2026年３月期 875,645株

③ 期中平均株式数（中間期） 2027年３月期中間期 12,907,191株 2026年３月期中間期 13,372,591株

※ 第２四半期（中間期）決算短信は公認会計士又は監査法人のレビューの対象外です
※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判

断する一定の前提に基づいており、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の

前提となる条件については、添付資料4ページ「１．(３)連結業績予想などの将来予測情報に関する説明」をご覧く

ださい。

決算説明資料は、2026年11月11日（水）に当社ウェブサイトに掲載予定です。
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１．経営成績等の概況

（１）当中間期の経営成績の概況

当中間連結会計期間における世界経済は、中東情勢の緊迫化をはじめとする地政学的リスクの高まりを背景に、

原油及びその由来製品をはじめとする原材料の価格高騰や人件費・物流費の上昇、サプライチェーンの混乱が懸念

されるなど、先行き不透明な状況が続きました。一方、グローバルなＡＩ関連需要の拡大が一部地域の景気を下支

えいたしました。日本経済は、雇用・所得環境の改善を背景に緩やかな回復基調が続いたものの、物価上昇の進行

や為替変動に加え、海外経済の減速懸念及び資源価格の動向など、引き続き注視を要する状況となりました。

このような経営環境のもと、当社はグループ中期経営計画「EXPLORER PLUS」の最終年度として、収益力の強化と

持続的な成長に向けた各種施策を推進しております。主力の金属加工油剤事業では、自動車業界を取り巻く原材料

の価格高騰や人件費・物流費等の上昇に対応し、販売価格の適正化、製品構成の見直し及びコスト低減に取り組み

ました。また、ＥＶ関連市場や環境負荷低減ニーズを捉えた高付加価値製品の開発・拡販を進めるとともに、非自

動車分野では航空機、鉄道等の産業分野への展開を強化しました。クレンリネス事業では、ガラスコーティング剤

や各種車両向け製品の拡販を推進しており、さらに、新領域となるキー・マテリアル分野では、光触媒製品やシク

ロデキストリン誘導体をはじめとした機能性材料について、用途開発及び事業化を進めました。そして、グローバ

ル事業基盤の強化、ＤＸによる業務効率化、人材育成及び組織能力の向上への投資を継続するとともに、資本効率

と企業価値向上を意識した経営を推進しました。

これらの結果、当中間連結会計期間の売上高は、前年第１四半期まで連結子会社であった中国合弁会社の持分法

適用会社への移行による減収影響があったものの、販売価格の改定及び需要が堅調に推移したこと等により、前年

同期比6.8％増の27,424百万円となりました。利益面では、販売価格の改定効果に加え、コスト抑制に取り組んだこ

とから、営業利益は前年同期比19.0％増の2,774百万円となりました。経常利益は、営業利益の増加及び持分法によ

る投資利益の増加等により、前年同期比18.1％増の3,430百万円となりました。一方、親会社株主に帰属する中間純

利益は、前年同期に計上した投資有価証券売却益の反動等により、前年同期比5.4％減の2,775百万円となりまし

た。

セグメント別の業績は次のとおりであります。なお、セグメント利益は営業利益ベースの数値であります。

①セグメント別売上高

前中間連結会計期間 当中間連結会計期間 増減

金額
(百万円)

構成比(％)
金額

(百万円)
構成比(％)

増減額
(百万円)

増減率(％)

日本 9,727 37.9 10,950 39.9 1,223 12.6

海
外

南北アメリカ 10,911 42.4 12,152 44.3 1,241 11.4

中国 1,486 5.8 ― ― △1,486 ―

東南アジア/インド 3,564 13.9 4,320 15.8 755 21.2

海外合計 15,962 62.1 16,473 60.1 511 3.2

日本＋海外合計 25,690 100.0 27,424 100.0 1,734 6.8
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②セグメント別利益

前中間連結会計期間 当中間連結会計期間 増減

金額
(百万円)

構成比(％)
金額

(百万円)
構成比(％)

増減額
(百万円)

増減率(％)

日本 337 13.2 788 25.6 451 133.6

海
外

南北アメリカ 1,713 66.9 1,676 54.5 △37 △2.2

中国 79 3.1 ― ― △79 ―

東南アジア/インド 430 16.8 610 19.9 180 41.9

海外合計 2,223 86.8 2,287 74.4 63 2.9

日本＋海外合計
(調整額除く)

2,561 100.0 3,075 100.0 514 20.1

③セグメント別概況

（日本）

日本においては、中東情勢の緊迫化に伴う原材料の供給不安を背景に、期初に一時的な需要増加が見られ、その

後は出荷調整の影響を受けたものの、その影響は徐々に縮小しました。原材料価格の急激な上昇に対応した販売価

格の改定を進めた結果、売上高は前年同期を上回りました。利益面では、販売価格の改定効果及び経費抑制の取り

組みが寄与し、前年同期比で大幅な増益となりました。

（南北アメリカ）

南北アメリカにおいては、前期に見られた米国の関税政策を巡る不透明感に伴う影響が緩和し、販売数量が回復

したこと等から、売上高は前年同期を上回りました。一方で、利益面では、人件費及び各種経費の上昇に加え、厳

しい競争環境の影響等により、前年同期比で減益となりました。

（東南アジア／インド）

東南アジア／インドでは、自動車関連を中心に需要が堅調に推移しました。また、原材料価格の上昇に対応して

販売価格の改定を進めた結果、売上高は前年同期を上回りました。利益面では、販売価格の改定効果に加え、拡販

の進展及び原価低減活動の効果により収益性が改善し、前年同期比で増益となりました。



株式会社ユシロ(5013) 2027年３月期 第２四半期（中間期）決算短信

4

（２）当中間期の財政状態の概況

①資産、負債及び純資産の状況

当中間連結会計期間末の総資産は、68,926百万円となり、前連結会計年度末に比べ3,964百万円増加しました。主

な要因は、「建設仮勘定」が1,124百万円減少したものの、「建物及び構築物」が1,396百万円、「受取手形及び売

掛金」が1,115百万円、「投資有価証券」が1,072百万円、「原材料及び貯蔵品」が962百万円増加したことによりま

す。

負債は、18,254百万円となり、前連結会計年度末に比べ1,198百万円増加しました。主な要因は、「短期借入金」

が440百万円減少したものの、「支払手形及び買掛金」が1,505百万円増加したことによります。

純資産は、50,672百万円となり、前連結会計年度末に比べ2,765百万円増加しました。主な要因は、「自己株式」

を671百万円取得したものの、「利益剰余金」が1,707百万円増加、「為替換算調整勘定」が919百万円変動、「その

他有価証券評価差額金」が801百万円増加したことによります。

②キャッシュ・フローの状況

当中間連結会計期間における現金及び現金同等物の残高は9,613百万円となり、前連結会計年度末に比べ996百万

円減少しました。

(営業活動によるキャッシュ・フロー）

営業活動により1,700百万円の収入超過となりました。これは、棚卸資産の増加額1,063百万円、売上債権の増加

額969百万円、法人税等の支払額687百万円等がありましたが、税金等調整前中間純利益3,611百万円、仕入債務の増

加額1,111百万円、減価償却費625百万円等によるものであります。

(投資活動によるキャッシュ・フロー)

投資活動により537百万円の支出超過となりました。これは、投資有価証券の売却による収入869百万円、定期預

金の払戻による収入834百万円等がありましたが、定期預金の預入による支出1,659百万円、有形固定資産の取得に

よる支出531百万円等によるものであります。

(財務活動によるキャッシュ・フロー)

財務活動により2,347百万円の支出超過となりました。これは、配当金の支払額1,068百万円、自己株式の取得に

よる支出699百万円、長期借入金の返済による支出469百万円等によるものであります。

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

業績予想の見直しを行った結果、2026年５月15日付当社「決算短信」にて発表しました2027年３月期の連結業績

予想を修正いたしました。なお、当該予想に関する詳細は、本日（2026年11月11日）公表の「業績予想及び配当予

想の修正に関するお知らせ」をご参照ください。
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２．中間連結財務諸表及び主な注記

（１）中間連結貸借対照表

(単位：百万円)

前連結会計年度
(2026年３月31日)

当中間連結会計期間
(2026年９月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 12,486 12,405

受取手形及び売掛金 8,149 9,265

商品及び製品 2,337 2,572

原材料及び貯蔵品 4,767 5,730

その他 1,523 991

貸倒引当金 △28 △32

流動資産合計 29,236 30,932

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 3,651 5,047

機械装置及び運搬具（純額） 1,286 1,503

工具、器具及び備品（純額） 313 402

土地 5,162 5,342

リース資産（純額） 121 117

使用権資産（純額） 305 266

建設仮勘定 1,695 570

有形固定資産合計 12,537 13,251

無形固定資産

のれん 1,504 1,422

顧客関連資産 1,902 1,895

技術資産 519 503

商標権 455 442

その他 907 899

無形固定資産合計 5,289 5,163

投資その他の資産

投資有価証券 6,454 7,527

関係会社株式 6,280 6,401

関係会社出資金 3,588 4,036

保険積立金 671 655

長期預金 2 1

退職給付に係る資産 504 516

繰延税金資産 118 161

その他 371 373

貸倒引当金 △91 △94

投資その他の資産合計 17,899 19,578

固定資産合計 35,726 37,993

資産合計 64,962 68,926
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(単位：百万円)

前連結会計年度
(2026年３月31日)

当中間連結会計期間
(2026年９月30日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 4,200 5,706

短期借入金 5,551 5,111

リース債務 129 114

未払金 697 842

未払法人税等 220 413

賞与引当金 390 386

役員賞与引当金 11 6

その他 1,055 757

流動負債合計 12,257 13,339

固定負債

長期借入金 38 10

リース債務 308 275

繰延税金負債 3,321 3,645

役員退職慰労引当金 151 141

退職給付に係る負債 773 825

長期預り保証金 193 6

資産除去債務 11 11

固定負債合計 4,797 4,915

負債合計 17,055 18,254

純資産の部

株主資本

資本金 4,249 4,249

資本剰余金 3,939 3,950

利益剰余金 33,275 34,983

自己株式 △1,645 △2,317

株主資本合計 39,819 40,865

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 3,046 3,848

為替換算調整勘定 4,600 5,519

退職給付に係る調整累計額 276 265

その他の包括利益累計額合計 7,924 9,633

非支配株主持分 163 172

純資産合計 47,906 50,672

負債純資産合計 64,962 68,926
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（２）中間連結損益計算書及び中間連結包括利益計算書

中間連結損益計算書

(単位：百万円)
前中間連結会計期間
(自 2025年４月１日
至 2025年９月30日)

当中間連結会計期間
(自 2026年４月１日
至 2026年９月30日)

売上高 25,690 27,424

売上原価 17,138 18,193

売上総利益 8,551 9,230

販売費及び一般管理費 6,220 6,456

営業利益 2,330 2,774

営業外収益

受取利息 109 126

受取配当金 86 101

持分法による投資利益 392 494

その他 160 77

営業外収益合計 749 800

営業外費用

支払利息 34 50

為替差損 54 79

シンジケートローン手数料 74 ―

その他 11 13

営業外費用合計 175 143

経常利益 2,904 3,430

特別利益

持分変動利益 24 ―

投資有価証券売却益 1,160 181

特別利益合計 1,185 181

税金等調整前中間純利益 4,089 3,611

法人税等 1,091 822

中間純利益 2,998 2,789

非支配株主に帰属する中間純利益 64 13

親会社株主に帰属する中間純利益 2,934 2,775
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中間連結包括利益計算書

(単位：百万円)
前中間連結会計期間
(自 2025年４月１日
至 2025年９月30日)

当中間連結会計期間
(自 2026年４月１日
至 2026年９月30日)

中間純利益 2,998 2,789

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 830 801

為替換算調整勘定 △1,565 808

退職給付に係る調整額 46 △11

持分法適用会社に対する持分相当額 △4 106

その他の包括利益合計 △693 1,705

中間包括利益 2,304 4,494

（内訳）

親会社株主に係る中間包括利益 2,339 4,484

非支配株主に係る中間包括利益 △34 9



株式会社ユシロ(5013) 2027年３月期 第２四半期（中間期）決算短信

9

（３）中間連結キャッシュ・フロー計算書

(単位：百万円)
前中間連結会計期間
(自 2025年４月１日
至 2025年９月30日)

当中間連結会計期間
(自 2026年４月１日
至 2026年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前中間純利益 4,089 3,611

投資有価証券売却損益（△は益） △1,160 △181

減価償却費 578 625

のれん償却額 126 134

持分法による投資損益（△は益） △392 △494

貸倒引当金の増減額（△は減少） △0 2

賞与引当金の増減額（△は減少） △3 △6

役員賞与引当金の増減額（△は減少） 3 △4

退職給付に係る負債の増減額（△は減少） 49 23

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） 12 △10

受取利息及び受取配当金 △196 △228

支払利息 34 50

売上債権の増減額（△は増加） △193 △969

棚卸資産の増減額（△は増加） △337 △1,063

仕入債務の増減額（△は減少） 288 1,111

その他 △42 △544

小計 2,859 2,057

利息及び配当金の受取額 235 380

利息の支払額 △34 △50

法人税等の支払額 △1,033 △687

営業活動によるキャッシュ・フロー 2,027 1,700

投資活動によるキャッシュ・フロー

定期預金の預入による支出 △229 △1,659

定期預金の払戻による収入 133 834

投資有価証券の取得による支出 △26 △8

投資有価証券の売却による収入 477 869

関係会社株式の売却による収入 485 ―

有形固定資産の取得による支出 △1,226 △531

有形固定資産の売却による収入 0 4

無形固定資産の取得による支出 △103 △54

その他 △26 7

投資活動によるキャッシュ・フロー △516 △537

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） △60 ―

長期借入金の返済による支出 △468 △469

自己株式の取得による支出 △568 △699

配当金の支払額 △918 △1,068

非支配株主への配当金の支払額 △29 △33

リース債務の返済による支出 △61 △77

財務活動によるキャッシュ・フロー △2,107 △2,347

現金及び現金同等物に係る換算差額 △493 187

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △1,090 △996

現金及び現金同等物の期首残高 10,499 10,610

連結除外に伴う現金及び現金同等物の減少額 △1,139 ―

現金及び現金同等物の中間期末残高 8,268 9,613
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（４）中間連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

当社は、2026年５月15日開催の取締役会決議に基づき、当中間連結会計期間において自己株式223,000株の取得を

行っております。また、2026年６月23日開催の取締役会決議に基づき、当中間連結会計期間において譲渡制限付株

式報酬として自己株式13,100株の処分を行っております。

これらを含む自己株式の取得及び処分の結果、自己株式が671百万円増加し、当中間連結会計期間末において自己

株式が2,317百万円となっております。

（中間連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用）

（税金費用の計算）

税金費用については、当中間連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適用後

の実効税率を合理的に見積り、税引前中間純利益に当該見積実効税率を乗じて計算する方法を採用しておりま

す。

ただし、当該見積実効税率を用いて税金費用を計算すると著しく合理性を欠く結果となる場合には、法定実効

税率を使用する方法によっております。なお、法人税等調整額は法人税等に含めて表示しております。

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ 前中間連結会計期間（自 2025年４月１日 至 2025年９月30日）

１.報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報並びに収益の分解情報

(単位：百万円)

報告セグメント
調整額
（注）２

中間連結
損益計算書
計上額
（注）３

日本
南北

アメリカ
中国

東南アジア
／インド

合計

売上高

金属加工油剤関連事業 8,684 10,911 1,486 3,564 24,646 ― 24,646

クレンリネス関連事業 1,043 ― ― ― 1,043 ― 1,043

顧客との契約から
生じる収益

9,727 10,911 1,486 3,564 25,690 ― 25,690

外部顧客への売上高 9,727 10,911 1,486 3,564 25,690 ― 25,690

セグメント間の内部
売上高又は振替高

733 2 ― 4 739 △739 ―

計 10,461 10,913 1,486 3,568 26,429 △739 25,690

セグメント利益 337 1,713 79 430 2,561 △230 2,330

(注) １ 各地域セグメントに属する国

日 本 ： 日本

南 北 ア メ リ カ ： アメリカ、ブラジル、メキシコ

中 国 ： 中国

東南アジア／インド ： タイ、マレーシア、インド、インドネシア
２ セグメント利益の調整額△230百万円のうち主なものは、未実現損益の消去が19百万円、クオリケムInc.買

収に係るのれん及び無形固定資産の償却費△258百万円であります。

３ セグメント利益は、中間連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

４ 収益の分解情報のうち、クレンリネス関連事業は、従来のビルメンテナンス関連事業から名称変更したもの

であります。なお、当該変更がセグメント情報の数値に与える影響はありません。

５ 中国セグメントにおいて、前中間連結会計期間は上海尤希路化学工業有限公司及び如東尤希路化学工業有限

公司の２社の業績を連結して計上していましたが、当中間連結会計期間は両社の連結除外による持分法適用

関連会社化により、上海尤希路化学工業有限公司の第１四半期分（３か月分）の業績のみを計上しておりま
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す。

Ⅱ 当中間連結会計期間（自 2026年４月１日 至 2026年９月30日）

１.報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報並びに収益の分解情報

(単位：百万円)

報告セグメント
調整額
（注）２

中間連結
損益計算書計

上額
（注）３

日本
南北

アメリカ
東南アジア
／インド

合計

売上高

金属加工油剤関連事業 9,767 12,152 4,320 26,240 ― 26,240

クレンリネス関連事業 1,183 ― ― 1,183 ― 1,183

顧客との契約から
生じる収益

10,950 12,152 4,320 27,424 ― 27,424

外部顧客への売上高 10,950 12,152 4,320 27,424 ― 27,424

セグメント間の内部
売上高又は振替高

723 ― 9 733 △733 ―

計 11,674 12,152 4,330 28,157 △733 27,424

セグメント利益 788 1,676 610 3,075 △301 2,774

(注) １ 各地域セグメントに属する国

日 本 ： 日本

南 北 ア メ リ カ ： アメリカ、ブラジル、メキシコ

東南アジア／インド ： タイ、マレーシア、インド、インドネシア
前連結会計年度において中国セグメントに分類しておりました上海尤希路化学工業有限公司について、連結

の範囲から除外したことに伴い、当中間連結会計期間より中国セグメントを当社グループの報告セグメント

から除外しております。

２ セグメント利益の調整額△301百万円のうち主なものは、未実現損益の消去が△27百万円、クオリケムInc.

買収に係るのれん及び無形固定資産の償却費△274百万円であります。

３ セグメント利益は、中間連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。


